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一般会計歳入 〔図ー l〕決算報告

勉方交付税
18傭5,124万円

(33.8%) 

町税
17ff.291万円
(31 .0%) 

町税の内訳｛｝内Ii一人当たりの金額

・町民税 7｛意4,220万円 （47i 542円）

・固定資産税 制立4,077万円 （4万5,926円）

・軽自動卓税 2,025万円（ l ,106円）

・町たばこ税 6, 138h円（ 3,353同）

・特別土地保有税 182h円（ 99円）

・入湯税 902万円（ 493円）

・水利地益税 1,170万円（ 639ド-J) 

．｜日法による税 1. 577力．同（ 861 同）

付
さ
れ
る
地
方
交
付
税
が
1
8
憶

5
、
1
2
4
万
円
（
対
前
年
度
比

3

1
・
5
%
増
）
と
大
き
く
伸
び
た

た
め
で
、
成
人
の
中
で
も

一
番
多

〈
十
日
め
て
い
ま
す
。
多
い
．
州
で
い

く
と
、
次
い
で
町
税
が

1

7
億

2
9
1
万
円
（
対
前
年
度
比
4
・
7

%
減
）
、
国

・
県
支
出
金

が

8
億
9

2
9
万
円
（
対
前
年
度
比
0
・
5

%
憎
）

と
な
り
ま
し
た
。

歳

出

状

況

性質別歳出 〔図ー2〕

③
事

費

Am庶
μ
戸

A
A

f

A

p

d

設
当
「

議

4
51・

と！ラ

昭、
投資的..  

151&3，綱方向
(28.8%) 

.. _,/ 

6億5,745万円

－
平
成
元
年
度
決
算
報
告
＠

人件費
15憾305万円
(28.3%) 

1億162万円

⑦は占める割合

商工費辺三

艶
1f意2,834万円

平成元年度の決算がまとまりました。町政は，皆

さんから納めていただく税金や国からの地方交付税

などを財源として運営されています。ここでは一般

会計を中心に紹介します。

一
般
会
計
決
算

平
成
元
年
度
の

一
般
会
計
決
算

傾
は
、
歳
入
総
額
5

4
偲
8

、

3

7
3
．
刀
円
、
歳
出
総
制
5
3
億
2、

0

2
1
万
円
で
、
延
し
引
き

l
億

6
、
3

5

2
．h
問
と
な
り
、
こ
の

差
引
残
金
は
平
成
2
年
度
に
繰
り

越
さ
れ
ま
す
。

歳

入

の

状

況

の

議
出
で
は
、
目
的
別
に
み
る
と
、

土
木
費
、
総
務
費
、
農
林
水
産
業

費
、
民
生
費
、
衛
生
費
の
順
で
支

出
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
性
質
別
に
つ
い
て
は
悶

｜

2
の
性
質
別
歳
出
構
成
比
を
ご

て
お
り
、
元
年
度
は
特
に
減
償
基

金
、
ふ
る
さ
と
活
性
化
基
金
、
福

祉
環
境
整
備
基
金
な
ど
を
新
し
く

積
み
立
て
た
た
め
1
7
億
5
、

7

1
1
万
円
、
全
体
の
3
3
・
0

%

と
な
り
ま
し
た
。

7億7,991方円

Bf意5,944万円

53億2,021万円）

； 
全国のなカ‘て・の富山県の順位や富山県のな・かて’の朝日町Iの順位を統計台、らみた富山（平成元年版）からlHtし掲載します。（全国47都道府県・県内35市町村）

図
ー
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
歳

入
つ
ま
り
問
に
入

っ
て
き
た
お
金

で
す
。

前
年
度
に
比
べ
4
億
6、

2

8
0
万
円

（
9

・
2
%
）
の
増

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
主
な
要
因

は
、
国
脱
三
悦
の
他
に
、
消
費
税

及
び
固
た
ば
こ
税
の
総
制
か
ら
交

1f意6.148万円

歳入 54億8,373万円

覧
く
だ
さ
い
。
投
資
的
経
費
は
、

公
営
住
宅
建
設
事
業
、
町
道
泊
桜

町
線
道
路
改
良
事
業
、
農
道
林
道

整
備
事
業
、
デ
イ

・
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
建
設
事
業
な
ど
の
各
種
建

設
事
業
で
1

5
偲

3
、

4

4
6
万

円
（
対
前
年
度
比
3
・
o
%
増
）
、

全
体
の
2
8
・
8
%
に
な
り
ま
し

寸’
』。

3.0% 
＼『戸／

一一
一← 
1”I I I I ¥ ・I ‘マー宍玉 、、

消防費

6億1,707万円

機
7憶8,718万円

・一般会計目的別歳出（歳出総額

歳出の内容を「健康・生きがいと文化のまちづくりJ

r快適で住みよいまちづくり」「活気と魅力に満ちたま

ちづくり」「行政の推進」 rふるさと活性化事業J に分

類し，主なものを列挙すると次のようになります。

53億2,021万円歳出

［健康・生きがいと坦早のまちづくりに J 
健康増進対策費・・・・・・・・・…・・・・・・・・.................3,141万円

老人福祉費・・・・・・・・・・・・・・・…・・・…・・・・・・・・・・・・・・・H草：1,667万円

保育所運営費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…............4 ｛，~1. 105万円
小中学校運営費・................................zr意6,813力．円

青年 ・婦人 ・児童クラブ各純活動費………….801万円

体育振興Jcj't；註賀・・・…・・・・・・・・・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1.504 Ji刊
社会体育施設格付U4J.業費・・・…………………・ 5,759/j円

［快適で住みよいまちづくりに ］ 
道路新設改良＜－JH佐世・・・........................31窓1,945方向

都市計画Jcj'；業・！［！（・....................................7 .507力．円

無省主－街づく りti手救世・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8.973万円
災害復旧事柴1＇（・.......................................706万円

住宅対策事業’此・．．．．．．．．．．・・・・…・．．．．．．．．．．・・・・2億9,265力＇P:J
河川l－ 治山事業費・・・・・・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..... 1.426万円
清掃感業費者手・・・．．．．．．．．．．．．・・・…・・.................7 ,366万円

性質別歳出構成比

その他

33.0% 

［活気と魅力に満ちだまちづく竺に J 
農地 ・8義道特備事業費・・・・・・…...............zf意8.711万円

農村総合整備$業費………一一一……………・ 5,507万円

林道事業費一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一・・・・・・・・・・・・｝ f.~l .585万円

農村地戚定住促進対策本業貨・・・・・・・・・・・・一.....4' 124万円

水産業振興事業岱・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2,668力ー円
商工業保典＋.fi-）佐賀－－－－－－－－－－－一－一ーー・・ー・ーー・.......7, 112万円
観光事業tt........................................... 3, 112万円

【行政の推進！こ ］ 
友好都市tjJ.業＇lt......................................... ・39万円

海外派遣交流事業ft・・・……・・・・・・…・・・一・・…・….270万円
0 A化推進必業＇l1l・ ...........一.......................145万円

広域行政Vi・・.....................................11悲1,4937) 円

公償貸－．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・・4低813万円

労働費農林1.Kl'. 
産業費 Y

氾

7億472万円

；ふるさと活惟化事業 J 
航空写真．作成4業費・・・・・・・・・・・・・・・・・・－－－－－－ー・・・・・・・・200万円

ふるさと活性化調公事業世・・・・・・・・・ー・・・・ー・ー・・・・・・ 100万円
温泉源探査半業費・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・・・78万戸j

郷土出身者芸術作品購入サ手業費…………ー・…・ 500万円

歳 入 歳 出 差 ヲ｜
国 保 会 計－ 91,748 87,575 4, 173 
老人保健医療会計 158,756 156,415 2,341 
診療所会計 6,810 5,110 1,700 
簡易水道会計 2,960 2,651 309 
用地取得会計 14,478 14,478 。
用水会計 519 470 49 
奨学資金会肝 77 .72 5 
保健文化賞会計 86 84 2 

｛万円｝
計

,0... 
';J3;' 男。特

4,349万円

公債費ぃs

諸支出金

計一一一一
一一

企業会計（泊病院）

日一耕
一…

七一耕一

－
平
成
2
年
口
月
号

＠



強
自
の
美
を
追
求

削
減
都

殿

村

和

司

さ

ん

「
草
原
の
広
が
り
の
中
に
花
と
う
さ
ぎ
を
あ

し
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
幻
想
的
な

ロ
マ
ン
を

表
現
し
た
」
と
い
う
殿
村
和
司
さ
ん
（
中
道
下
・

三
卜
六
蔵
）
の
。
野
恕
u

と
題
す
る
作
品
が
、

今
年
の
『
H
展
』
工
芸
美
術
の
部
で
見
事
入
選

と
な
り
ま
し
た
。
入
選
作
は
、
ヒ
パ
の
木
を
使

柄拘禁余念ゐ
浜

由
加
里

さ
ん

〈

n歳
・

赤
川
）

CJ)/ 
a極主

草野の広田宏司・純子さん夫妻の

長男尚之（なおゆき）くん 8歳

次 男将之（まさゆき）くん 6歳
三男 智之（ともゆき）く ん 10か月

っ
た
直
径
八
十
セ
ン
チ
の
円
卓
。
構
想
か
ら
完

成
ま
で
三
か
月
を
か
け
た
と
い
う
力
作
で
す
。

「正

4
言
っ
て
、
予
恕
以
上
の
反
響
の
大
き

さ
に
驚
い
て
い
る
ん
で
す
よ
」
。
柔
ら
か
な
秋

の
日
が
差
し
込
む
仕
事
場
で
、
初
入
選
の
喜
び

を
語
る
殿
村
さ
ん
。
今
年
四
月
の
『
日
本
新
工

芸
展
』
の
入
選
に
続
く
う
れ
し
い
知
ら
せ
に
、

内
然
と
頗
も
は
・
』
ろ
び
ま
す
。

昭
和
四
十
八
年
、
高
山
北
部
尚
校
デ
ザ
イ
ン
科

を
卒
業
し
、
木
彫
の
本
場
で
あ
る
井
波
町
の
日

展
全
員
、
川
原
和
夫
氏
に
師
事
。
八
年
の
修
業

の
の
ち
に
朝
日
町
へ
戻
っ
た
殿
村
さ
ん
は
、
本

職
の
ラ
ン
マ
や
置
き
物
を
彫
る
か
た
わ
ら
、
独

自
の
美
の
追
求
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

「自
分
に
し
か
で
き
な

い
作
品
を
創
造
で
き

る
と

い
う
こ
と
が
工
芸
の
魅
力
で
し
ょ
う
か
。

と
に
か
く
、
こ
れ
か
ら
も
生
活
の
中
に
溶
け
込

ん
だ
、
身
近
に
置
き
た
い
と
感
じ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
も
の
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
。

気
鋭
の
芸
術
家
の
夢
は
、
大
き
く
広
が
り
ま
す
。

い
ろ
ん
な
こ
と
を
し
て
み
た
い

女勤務先黒部市民病院医事課

女血液型 A型台星座名みずがめ座

会家族構成 父・母・妹

医
療
事
務
の
資
格
を
生
か
そ
う
と

病
院
に
勤
め
て
も
っ
す
ぐ
二
年
。
「
勉

強
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、

ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
が
、
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
な
面
で
も
、
若
い
う
ち
に
し
か

で
き
な
い
よ
う
な
こ
と
を
い
ろ
い
ろ

や
っ
て
み
た
い
で
す
ね
」
と
日
を
煉

か
せ
る
由
加
里
さ
ん
。

二
か
月
前
に
テ
ニ
ス
の
サ
ー
ク
ル

に
入
会
。
現
在
、
週
に
二
回
は
ラ
ケ

~、

ッ
ト
を
振
る
と
い
う
彼
女
、
「
テ
ニ
ス

の
ほ
か
の
趣
味
と
い
え
ば
、
お
休

み
前
の
読
舎
。
そ
れ
と
、
女
の
子
ば

か
り
の
仲
良
し
‘
グ
ル
ー
プ
で
年
に
二

回
は
ど
、
あ
ち
こ
ち
旅
行
す
る
こ
と

か
な
」
と
笑
い
ま
す
。

「
結
婚
で
す
か
？
今
の
と
こ
ろ

相
手
が
い
な
い
も
の
で
す
か
ら
・：
」

と
は
に
か
む
よ
c
わ
や
か
さ
ん
～

現
在
カ

ッ
コ
よ
く
て
包
容
力
の
あ
る

ス
テ
キ
な
カ

レ
を
募
集
中
で
す
。

わ

が

家

の

三

人

兄

弟

わ
が
家
は

一
月
生
ま
れ
が
阿
入
、
七
月
生
ま

れ
が
三
人
の
七
人
家
族
。
そ
し
て
祖
父
と
長
男

の
尚
之
が
一
月
二
十
日
、

祖
母
と
次
男
の
将
之

が
七
月
二
十
日
と
、
偶
然
に
も
同
じ
誕
生
日
。

時
代
も
大
正

・
昭
和
と
こ
れ
で
終
わ
り
と
思
い

き
や
、
平
成
生
ま
れ
の
智
之
が
誕
生
し
た
こ
と

で
、
三
つ
の
時
代
に
渡
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
は
三
人
目
と
も
な
る
と
、
ち
ょ
っ
と
考
え

て
し
ま
う
人
も
多
い

こ
と
で
し
ょ
う
｜
。
で
も
、

お
兄
ち
ゃ
ん
た
ち
は
、
智
之
と
は
年
が
離
れ
て

い
る
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
そ
の
か
わ
い
が
り
ょ

う
は
大
変
な
も
の
。

一
人
が
顔
に
、
も
う
一
人

が
お
し
り
に
は
ほ
を
寄
せ
て
離
れ
よ
う
と
も
せ

ず
、
コ
チ
ャ
コ
チ
ャ
に
し
て
い
る
毎
日
で
す
。

背
尚
ノ

ツ
ポ
で
恥
ず
か
し
が
り
屋
の
長
男
と

負
け
ず
ぎ
ら
い
で
ワ
ン
パ
ク
な
次
男
、
そ
し
て

散
ら
か
し
放
題
の
三
男
。
こ
れ
か
ら
三
人
仲
よ

く
、
個
性
豊
か
に
元
気
で
育
っ
て
く
れ
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

蛭谷ラグピー
スポーツ少年団

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と

フ
ァ
イ
ト

私
た
ち
蛭
谷
ラ
ク
ピ
ー
ス

ポ
ー
ツ
少
年
同
は
、
昭
和
四

十
九
年
九
月
に
結
成
さ
れ
て

以
来
、
今
年
で
十
七
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。

団
員
は
主
に
蛭
谷
・羽
入
・

谷
の
小
学
校
二
年
生
か
ら
六
年
生

ま
で
の
弟
子
で
、
制
迎
上
山
崎

・
円

曜
の
午
後
四
時
か
ら
約
一
時
間
半

の
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
少
年
ラ
グ
ビ
ー
は
九
人

制
で
、
ス
ク
ラ
ム
で
の
押
し
合
い

の
な
い
安
全
を
霊
枕
し
た
試
合
万

法
が
採
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

私
た
ち
の
チ
ー
ム

の
持
ち
味
で
あ

る
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
フ
ァ
イ
ト
で
、

相
手
ゴ

l
ル
へ
ト
ラ
イ
す
る
こ
と

に
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

チ
ー
ム
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図

る
た
め
、
年
四
回
ほ
ど
県
内
チ
ー

ム
と
の
交
徴
試
合
を
し
て
い
る
ほ

怠

巴主

3三
て〉

10月27日に行われた第4回

夜なベビーチバレーポール大

会に参加した蒲田礼子さんは

富山市ピーチバレーポール協

会の理事長。ピーチが大好き

なハッスルレディ です。

ぷ〉
さ

時・．世・

巳孟忌

~ 

あ

｜
｜

朝
日
町
へ
は
何
度
も
？

蒲
田

え
え
、
富
山
県
の
ど
l
チ
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
の
役
員
を
や
っ

て
い
る
関
係
で
、
こ
れ
ま
で
四
、
五

回
は
来
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
今

日
は
、
こ
の
伎
な
ベ
ビ
ー
チ
に
選

手
と
し
て
参
加
す
る

一
方
、
大
会

の
運
営
な
ど
を
学
ぼ
う
と

や
っ
て
き
た
ん
で
す
よ
。

l
lピ
1
チ
バ
レ

ー
ボ
ー

ル
は
楽
し
い
で
す
か
？

蒲
田

え
え
、
と
て
も
楽

し
い
で
す
ね
。
私
は
叩
年

ほ
ど
前
か
ら
ビ
ー
チ
を
や

っ
て

い
ま
す
が
、
現
在
も

過
に

一
度
は
ド
気
持
ち
の
い

い
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

健
康
に
も
い
い
し
、
若
返

り
の
効
果
も
あ
る
み
た
い

で
す
よ
開
。

｜
｜
朝
日
町
の
印
象
は
？

か
、
夏
期
合
宿
や
六
年
生
を
送
る

会
な
ど
、
時
に
は
お
父
さ
ん
、
お

母
さ
ん
も
交
え
な
が
ら
、
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
、
相
互
の
親

睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

蛭
谷
地
区
は
、
古
く
か
ら
伝
わ

る
パ
タ
パ
タ
茶
や
蛭
谷
和
紙
の
産

地
と
し
て
広
〈
知
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
私
た
ち
の
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー
ム

も
地
区
の
発
展
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

小
さ
な
チ

l
ム
で
す
が
、
熱
血

ラ
ガ
ー
の
集
ま
り
、
蛭
谷
ラ
グ
ビ

ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を
ど
う
ぞ
ヨ

ロ
シ
ク
／

蒲
田

活
気
の
あ
る
町
と
い
う
感

じ
が
し
ま
す
。
町
民
の
方
々
も
と

て
も
親
切
で
、
ま
と
ま
り
が
あ
る

み
た
い
で
す
ね
。
だ
か
ら
こ
そ
、

こ
う
し
た
夜
な
べ
ピ
l
チ
や
全
国

大
会
な
ど
を
毎
年
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。

I
l
－－
れ
か
ら
の
抱
負
は
？

蒲
田

富
山
市
で
も
ビ

l
チ
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
は
盛
ん
で
す
が
、ま
だ
ま

だ
普
及
の
段
階
で
す
。
市
の
ビ
ー

チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
も
女
性
の

み
で
、
男
性
は
い
な
い
ん
で
す
よ
。

今
後
は
女
性
だ
け
で
な
ぐ
男
性
に

も
ビ
ー
チ
を
広
め
た
い
で
す
ね
。

｜
｜

町
の
人
た
ち
に
ひ
と
言
。

蒲
田

ピ
！
チ
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
を

通
じ
て
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に

が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

－
平
成
2
年
ロ
月
号
＠

財政規模……全国平均 284,488円富山県（14位） 362,319門（ 1 位）島被県 494,895円（47f立）神奈川県 162,0筋肉（人口l人当た 1）財政規模昭和62年度）財政規模……朝日町（22｛立） 236,714円 （1位）利賀村 1,522,342問 （35位）婦中町 193,393円 （人口 1人当たり財政既模昭和62年度）
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大蔵宏子さん
（羽入・17歳）

.サムミ ゴ司司町'II／／＇、
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＊このページをみんなでつくるペー
ジlごしたいと思います。イラストや
マンガ，ご意見，皆さんに知らせた
いこと，なんでもけつこうです。ど
しどしお寄せください。
紙上匿名は，その旨をはっきり奮

いて，住所，氏名を明記して送って
ください。
ぎた，広報保では，広報あさひlこ

対するご意見や，取り上げてほしい
問題など皆さんの声をお待ちしてい
ます。ご一報を。
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みんなの参加を待っていiーす

聞い合btt83-1560 
~ Bif連合奇年目まで

d込

~ 

－
み
ん
な
の
べ
｜
ジ

＠

? 
＆な

財政力指数…・・全国平均 0.49523富山県（26位）0 .43372( 1位）東京都 1.31437(47位）高知県 Oマ23682（昭和60～62年度3ヶ年平均）

男 京 と も

2' 5 0 0円です
ト

6予園

私
は
、
こ
れ
ま
で
何
度

か
献
血
を
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
最
近
よ
く
成
分
献
血

と
い
う
一
言
葉
を
耳
に
し
ま
す
。

成
分
献
血
と
は
、
ど
う
い
う
献

血
方
法
な
の
で
し
ょ
う
か
。

6予

が
輸
出
川
療
法
の
中
心
と
な

っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
成
分
献
血
に
よ
る

凪
液
で
な
け
れ
ば
輸
血
効
果
の
あ

が
ら
な
い
患
者
さ
ん
も
い
ま
す
。

成
分
献
血
は
、
成
分
献
血
装
置

を
使
い
、
自
動
的
に
血
紫
ま
た
は

血
小
板
を
献
血
す
る
＋刀
法
と
し
て

世
界
各
国
で
行
わ
れ
て
お
り
、
わ

が
国
で
も
そ
の
安
全
性
が
十
分
に

確
か
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
安
心
し

て
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ー
＠
、
②
！
⑮

、③
ー

O
）
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
を
記
入
し
て
送
っ
て

く
だ
さ
い
。
全
問
正
解
の
人
の
中

か
ら
、
抽
選
で
三
人
の
人
に
テ
レ

ホ
ン
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。
ま
た
、

答
え
の
ほ
か
広
報
あ

さ
ひ
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や
日
ご

ろ
感
じ
て
い
る
こ
と
、
イ
ラ
ス
ト

な
ど
を
書
き
添
え
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

な
お
、
紙
上
匿
名
を
希
望
の
場

合
は
、
そ
の
旨
を
は

っ
き
り
と
書

い
て
〈
だ
さ
い
。

会
あ
て
先

干
m
l
mw

朝
日
町

道
下
1
1
3
3
番

地

朝

日
町
役

場
内
秘
書
広
報
係
ま
で
。

A
H
締
め
切
り
は
ロ
月
日
日
で
す
。

会
前
回
の
当
選
者
は
、
重
野
鮎
美

さ
ん
（
日
哉
）、
M
i
l
k
y
さ
ん

（
？
）
、
小
坂
敬
子
さ
ん
（

ω歳
）
に

決
ま
り
ま
じ
た
。
（
正
解
者

8
名
）

財政カ指数…・・朝日町 （21位）0.516(1位）宇奈月町 1.092(35位）山岡村 0.146 (I昭和60～62年度3ぅ年平均）

、、J

重さえ易

Jアヲλ

直

昭
和
引
年
4
月
1
日
か

ら
、
従
来
の

2
0
0
m
t

献
血
に
加
え
成
分
献
血
と

4
0
0

m
t
献
血
が
新
た
に
導
入
さ
れ
、

3
つ
め
献
血
方
法
に
な
り
ま
し
た
。

成
分
献
血
と
は
、
血
被
中
の
紅

紫
、
血
小
板
な
ど
の
成
分
だ
け
を

献
血
し
、
赤
蹴
球
成
分
を
献
血
者

に
お
返
し
す
る
新
し
い
献
血
の
方

法
で
す
。

輸
血
と
い
う
と
、
献
血
さ
れ
た

血
液
が
そ
の
ま
ま
使
わ
れ
る
と
思

う
方
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
現
在
は
血
液
中
の
赤
血

球
や
血
紫
、
血
小
板
な
ど
、
あ
る

成
分
だ
け
を
輸
則
す
る
成
分
輸
血

広
報
ク
イ
ズ

⑩

〔問
題
〕

①
平
成
元
年
度
の

一
般
会
計
決
算

の
歳
入
の
総
額
は
？

＠
日
億
2
、
0
2
1
万
円

⑮
日

偲

8
、
3
7
3
万
円

O
m億
5
、

1
2
4
万
円

②
一
般
会
計
成
人
に
内
め
る
割
合

が
一
番
多
い
の
は
？

③

町

税

⑮

地
方

債

。

地
方

交
付
税

③
一
般
会
計
決
算
の
歳
入
と
歳
出

の
差
額
は
？

＠
1
憶

6
、
3
5
2
万
円

⑤
4

億

6
、
2
8
0
万
円
。
8
憶

9

2
9
万
円

（
2
p
i
3
P
を
参
照
の
こ
と
）

〔応
募
方
法
〕

会
は
が
き
に
答
え
の
記
号
（
例
①

｜町長めひとりごと｜

天皇陛下の 「即位の礼」が

62年振り，新憲法下で初めて

行われる日，幸いにも天候は

ホ晴れ。です。

この「即位の札Jには，『新憲

法の国民主権の原則になじま

ない』など，一部の憲法学者

や市民団体の批判もあるよう

ですが．こうした議論は良い

としても，テロやゲリラ活動

には，やはり強い反感と義慣

を感じます。一般国民の日常

生活への影響のみならず，神

社などを；境くことなどは歴史

を破壊することであり，断じ

て許すことのできない行為で

あると思います。

今日は， 雪化粧をした中部

山岳国立公園の山々が見渡せ

るよい日となりましたが，私

にと っても本当に久し振りの

家での休日となりました。こ

んなことは年に数回しかない

ことであり，ゆっく りと 、ひ

とりごと。を と思っていたの

ですが，こういうときには筆

がなかなか進みません…。

さて，去る11月8日には，

13年の歳月と 240億円もの巨

費を投じて建設されていた朝

日小川夕、ムがついに竣工しま

した。このダムの完成は，国

土の保全や電源開発など，将

来的にも多方面に恩恵をもた

らすものであり，関係者をは

じめ土地を提供された地権者－

の方々には，厚くお礼申し上

げます。 ( 11月12日記）

－
平
成

2
年
刊
は
月
号

＠
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成宏
日

未
日華徹香ムロ樹忍志弓樹一

一
美問

問

博

和
成

下

尚

希
か
お
り猛

由
紀
子

賞

幸
昭

子
美

緒

知
H

骨
子聡

｛

女

子

幸

忠

仁

美
渡

一

雄

真

弓

え
り
チ

喜

保
啓＋忠志

j長j肯松長鹿水入

出羽1
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平

坂

窪

野

新

田

村

上

大

野
大
久
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順

子
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宏
広
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久 文 浩

第
8
回
富
山
県
駅
伝
競
走
大
会

（叩
月
お
目
、
富
山
1
高
岡
間
）

・
下
新
川
郡
チ

i
ム

男
子
日
位

女
子
日
位

第
U
田
県
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
中
学
枝
陸
上
競
技
大
会

（
%
、
県
営
富
山
陸
ヒ
競
技
場
）

・
削
M
l
位
石
橋
康
徳

（
2
年

・

2
分
叩
秒

5）

・
叩
M
l
位
石
橋

康
徳

（
2
年

・
4
分
初
秒

8
）

－
走
幅
跳
3
位
金
井
昭
宏
（
2
年
・

6
m
M
W
）
・
棒
高
跳
3
位
伊
藤
正

人

（
2
年

・
3
m
∞）

・
砲
丸
投

l
位
松
本
彩
子
（
2
年
－
H
m
引
・

大
会
新
）
2
位
大
島
有
紀
チ
（

2

年

・
日

m
刊）

富
山
県
選
抜
柔
道
大
会
（%）

－
男
子
団
体
戦
優
勝

・
女
子

個

人

戦

時

同

級

2
位

海

老

樹

里
（

1
年

）

川
崎
同
級
2
位

水

島
亜
紀

（
1
年
）

第
何
回
国
民
体
育
大
会
（悩
岡
県
）

・
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
少
年
男
子

出
場
選
手
水
島
智
征
（境
）

－
回
戦
富
山
引

l
m岡
山

2
回
戦
愛
知
川
｜
臼
古
山

第
6
回
ピ

l
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協

会
長
杯
大
会
（兼
県
大
会
予
選
）

V
男
子
一
部
・
A
ク
ラ
ス
1
位

宮
崎
B

V

C

2
位
か
も
し
か

－
B
ク
ラ
ス

1
位
大
家
庄
ピ
ー

チ
パ
レ

i
愛
好
会

2
位
平
柳
ア

ル
フ
ァ
ー

・

cク
ラ
ス

1
位

静雅英美

ね

1等

幸真純具－朋

泊

三

区

（お
き

五
箇
庄
地
区
｛
U
名
）

だ

政龍洋真克
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大
久
保
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田

池

田

鹿

熊
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田

上

野
康

回

勝

哉
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生
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志
津
佳

春

樹

抗

英

志
保
子

陽

子

久

子

賢将美博陽智
智

一貴子 和子彦智下一札

古 ， ·，·.~消鍛野：坂 上 高山前

和 f之博弘子一恵子美

午1i1f'i' I専一 康睦浩桂玲 ・？；！：

田川向井 i翠 井 n~1; 

優桁

藤小森花有由由由

史子山宗

釜宇

一

由
紀
子

孝

寛
ひ
と
み

ゆ
か
り

出出＊ i台村本野鳥印川

い
い
ち
こ
B

2

位

か

っ

さ

か

B

・
D
ク
ラ
ス

1
位

い
い
ち

こ
A

2

位
大
家
庄
ピ
ー
チ
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
愛
好
会

V
女
子

一
部

－
A
ク
ラ
ス
l
位

大
家
庄
一ヤ
ン

グ
ス
マ
イ
ル

2
位
ニ
ュ

i
ゲ
ル

メ

i
ツ

・
B
ク
ラ
ス

1
位

大

家
庄
ニ
ュ
ー
ス
マ
イ
ル

A

2

位

大
家
陀
ニ
ュ
ー
ス
マ
イ
ル

B

－
C
ク
ラ
ス

1
位
大
家
庄
ス
マ

イ
ル

V
女
子
2
部

－
A
ク
ラ
ス

l
位
平
柳
ア
ル
フ
ァ
｜

2
位

松
涛
町
女
子

・
B
ク
ラ
ス
1
位

泊
一
区

2
位
桜
町
B
V
C

－
C
ク
ラ
ス

1
位
笛
士
チ
ー
ム

2
位
大
家
庄
そ
よ
か
ぜ

・
D
ク

ラ
ス

1
位

の

ぎ

く

2
位
さ
わ

や
か

第
H
回
夜
間
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

（
%
i
M
総
合
体
育
館
）

－
男
子

1
位

三

枚
橋

2
位

泊
一
区

・
女
子

1
位

大

家

庄
背
集

2
位

、ヱ
二
区

山
日
中
山
河
羽
山

n
bヘ
食

子

怠

民

左

、1
時

W
N
U
4
4
2寸
ま
A
V

立
弔

日
月
日
目
、
消
防
団
秋

岩
井
彰

（
1
分
団
団
員
）
、

季
訓
練
が
婦
人
消
防
隊
員
伊
藤
静
史
（
2
分
団
団
員
）
、

参
加
の
も
と
実
施
さ
れ
、

坂
藤
正
敏
（
3
分
団
団
員
）
、

管
内
全
域
の
巡
回
広
報
や

加
賀
勝
夫
（
4
分
間
団
員
）
、

放
水
訓
練
、
表
彰
伝
達
な
高
崎
明

（
5
分
団
団
員
）
、

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
水
島
博
文
（
6
分
団
団
員
）

な
お
、
岩
彬
を
受
け
ら

朝
日
町
長
退
団
者
感
謝
状

れ
た
の
は
次
の
方
々
で
す
。

堀
一
則
夫
（
元
2
分
団
部

富
山
県
知
事
現
場
表
彰

長
）
、
西
国
鉄
夫
（
元
3
分

小
沢
孝
宏
（
1
分
団
班
長
）
、

団
分
団
長
）
、山
手
克
臣
（
元

野
村
安
男
（
2
分
団
団
員
）、

3
分
団
部
長
）
、
浜
力
男
（
元

山
田
盛
信
（
3
分
団
班
長
）、

4
分
団
部
長
）
、
犬
四
久
雄

清
水
英
信
（
3
分
団
団
員
）
、

（元
4
分
団
団
長
）
、寺
田

長
井
文
人
（
4
分
団
問
員
）
、

利
夫
（
元
5
分
間
班
長
）
、

恨
建
政
明
（
4
分
団
問
員
）、

水
島
正
博

（元
5
分
団
班

氷
見
隆
（
5
分
団
庇
長
）
、
長
）
、
山
団
地
道
隆
（
元

5
分

中
谷
庄
一一（
6
分
団
団
員
）、

団
同
員
）

谷
口
優
（
消
防
本
部
消
防

朝
日
町
消
防
団
長
感
謝
状

士

）

荒

川

均

、

末
上
宗
作
、
根

朝
日
町
消
防
団
長
表
彰

建
忠
昭

南
保
地
区
｛児名
）

谷谷近大正谷清小江西勝坂

寛美美夫誠

怒
川
市

ひ
と
み誠夫美附

門芳

水林淵岡原口

朝直裕

（
以
上
川
名
）

口 口 藤 森 田

博 幹

朝日町の成人式は，来年の1月15

日に朝日町中央農t.b£会館で行われま

すが， この名簿に名前が載っていな

い入で，朝臼町で成人まえを挙げたい

人や成人式のしおり 「朝日J に名前

を載せたい人は， 12月15日仕）までに

朝日町教育委民会（ft82=1104）へ述

給してください。

朝日町の「成人式Jiこ
出席したい人は

公債費比率…・・例日町 （19位）13.3°c ( I i立）手村19.0%(35位）字奈月町 8.7%（昭和62年度）

)I脱康千

山
崎
地
区
高
名
）

中 上 水水水水長背

野 不野野野針作品

子 子 織志代弘一治

恭 崇 香厚稚恭悦勇

..の現場かS

・w・山医科薬科大学第三内科

からは，ここ数年はほぼ1年

交替で2名の医師が派遣され

る形でしたが，今後は私が定

消し，若手の医師が1名ずつ

交替で派遣されてくることに

なりました。 より一層安心し

て御衆院いただけると思いま

す。なお，第三内科の専門領

域は，消化器（胃腸，肝胆JJ!ii)'

l血液の病気です。

泊病院では人間ドックやレ

ントゲンによる胃の集団検診

を行っていますが．ここ数

年は年間約250名の方々が受

診されています。 町の人口約

1万 8千人のうち受診対象と

与－えられる40歳以上の方は約

1万人ですから，まだまだ｛此

い受診車です。また，毎年同

じ人が受診される傾向があり，

その方にとっては非常に好ま

しいことなのですが，より多

くの無症状の方から種々の病

気を早期発見する という面か

らは非効率的となってしまい

ます。 2～3年受診されて毎

年合格される方は．次はぜひ

奥さんやご主人にも受診を勧

められ，ご家族で検診を受け

られることをお勧めします。

同癌は約4年間も早期癌の

状態が続く と言われています。

その間に発見すれば命に別状

はないわけです。案ずるより

定期検査をお勧めします。

聞の定期検惨を

泊
病
院
内
科
医
長

青

山

圭

一
先

生

－
平
成
2
年

η月
号

。



~朝日町社会福祉協議会は，

皆さんと共に地域の福祉向

上を目指す福祉団体です。

・場所

朝日町福祉センター内

定ま83-0576

今
回
で
日
回
目
を
迎
え
た
「
福

祉
ふ
れ
あ
い
祭
り
」
が
、
今
年
も

叩
月

n日
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
雌
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員

一－

皆
様

？

晶一

一－ヤ
難
－
E

』一

習
場

日
幽一

一－

J
i明
h
e

－

－・0
一
u

du

圃
臨

Id
－

－？
－司
1
i旬
園一

「
愛
の
袋
」
に

あ
な
た
の
温
か
い
誠
意
を

｜
歳
末
た
す
け
合
い
運
動
｜

「
地
域
で
さ
さ
え
あ
う
明
る
い

正
月
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

今
年

も
は
月
1
日
か
ら
成
末
た
す
け
あ

い
運
動
が
始
ま
り
ま
す
。

‘，

崎
明
会

v
h
A也

m

L
勾

s

－
 

e
 

se r
 

眠櫓

－
ふ
く
し
の
窓

⑪

大
勢
だ
と
お
い
し
い
わ

｜
ふ
れ
あ
い
昼
食
会
｜

朝
日
町
に
住
む
臼
歳
以
上
の

一

人
暮
ら
し
老
人
は
、
約
2
5
0
人。

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
婦
人

民
生
委
員
、
食
生
活
推
進
員
、
日

赤
奉
仕
団
な
ど
、
婦
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
の
協
力
を

い
た
だ
き
、
一
人
暮
ら
し
老
人
の

方
々
を
招
い
て
「
ふ
れ
あ
い
昼

食
会
」
を
各
地
区
で
聞
き
ま
し
た
。

日
ご
ろ
、
一
人
で
食
事
を
す
る

こ
と
の
多
い
老
人
の
皆
さ
ん
も
、

こ
の
日
ば
か
り
は
温
か
で
に
さ
や

か
な
食
事
を
楽
し
み
ま
し
た
。

あ
た
た
か
い
怠

あ
り
が
と
う

朝

日

町

善

意

銀

行

〈
川
月
川
目
i
H
月
旧
日）

－vと
く
名
さ
ん
か
ら

3
、
0
0
0
同

－v金
津
輿
志
弘
さ
ん
（
入
普
町
）
、

金
津
英
こ
さ
ん
（
清
水
町
）、
小
原

義
子
さ
ん
（
釜
石
市
）
か
ら

3
0
、
0
0
0
円

・・＝－－a
－－－－－Z
－・2
・2
2

－－－－
－－－－－－・
・2
・・・Z
－＝－－z
g

－－－－
－－ZT
a

－－－τ
・－－－－－－
a

－－eA
Z
－－T
2

－－z
・・・
・2
・・az
－－－
－－－2
・・z
－－z
・－－－2
・・2
・・z
－－－z
－－－z
－－－－－a
z

雪・2

田
周
一
、
高
田
益
蔵
、
松
田
穀
、

松
閏
和
夫
、
門
口

一
郎

以
上
辺
名
幻
口
（
日
月
刊
日
現
荘
）

V
申
し
込
み
は
、
町
内
担
当
民
生

委
員
ま
た
は
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
。

選
考
結
果

モ
ニ
タ
ー
に
な
っ
て

い
た
だ
く
人
に
は
、
3
月
下
旬
に

本
人
あ
て
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

富
山
県
庁
広
報

課
（
合

0
7
6
4
1
n
l
3
1
3
i）

－
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
作
品

定
員
ぺ
子
、

p
p
n
l
b、
内
ノ
ふ
岡

町
コ
ノ
車
協
yJ
4r
｛
V
L
U
F
3
2
3
J
v・
1
〈
k
a
d唱
J
A
U
－
uκυ
争
闘
す

ー
ー
ー
第
竹
田

福
祉
ふ
れ
あ
い
祭
り

ー
ー
ー

な
ど
福
祉
関
係
団
体
の
皆
さ
ん
お

よ
そ
3
0
0
人
が
参
加
。
魚
住
久

雄
さ
ん
の
ユ
ニ
ー
ク
な
司
会
に
の
っ

て
、
歌
や
踊
り
な
ど
が
次
々
と
披

露
さ
れ
る
と
、
会
場
内
は
拍
手
と

笑
い
の
う
ず
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
は
宮
崎
保
育
所
の

子
ど
も
た
ち
も
特
別
出
演
。
か
わ

い
い
童
話
を
合
唱
し
て
か

っ
さ
い

を
浴
び
る
な
ど
、
こ
の
日
一
日
、

会
場
に
は
笑
顔
と
ふ
れ
あ
い
の
輪

が
い

っ
ぱ

い
に
広
が
り
ま
し
た
。

A
本
氏
暗
e
M
吋盆
旬
、
瓜
A
W

愛

の

袋

...愛の袋

賛
助
会
員
加
入
状
況

永井浩さん

ただいま募集している町社

協の賛助会員に次の方々から

加入申し込みがありました。

（敬称略）

小川信一、小川易、川瀬清

一、砂回幸作、佐波動…、谷武

吉、佐渡秀雄、石井敏、石井

多雅子、大井整治、大井幸雄、

鍛治守、鍛冶信義、鍛治祥子、

金井俊男、門口与三松、沢田

淳吾、沢田とみ子、清水賢二、

清水正夫、清水明正、清水健

一、清水博、清水信一、清水

節子、住吉久雄、高田克、尚

豊監理
米人事車種 年齢 賃金 性~IJ

就 業 場 所 採用 資格経験
番号 休 日 人数 免 Eキ 等

配送員
20才一

120,000 女
朝日町宮崎

普通免訴
日干克60才

2 配管工 20才～ 194,000～ 
男

朝日街道下
普通免許

及び見習 40::t 日
3 

250,000 

3 鉄 ヱ
18才～ 170,000- 男 3 朝日町草野

不 間6 
60才 200,000 女 3 日

4 墨付lW助手 18才ー 時給600～
女

朝日町桜町
不 間

｛接4寺院） 50才 700 日祝

5 営業業務
20才一 130,000-

男
朝日町桜町

2 
高校卒以上

45才 180,000 日祝他第2土曜日 普通免許

6 ボディー 20才～ 150,000-
男

朝日町桜町
高校卒以上

設計士 日祝他 ~2土曜日so：才 220,000 

7 製材ヱ
18才～ 147 ,200～ 

男
車月日町東3草野

不 間
44才 日祝勉Hl闘第3土Ill日

5 
207 ,200 

8 梱包 55才ー 125,000-
男

朝日町月山
不 間

包装工 日祝他月l自土曜自
3 

60才 150 ,000 

9 製造工
18才～ 143,000-

5耳
朝日町大家庭

3 不 間
40才 187 ,050 日祝他週休2日制

10 機械事且立
18才～ 130,000～ 

勢
朝日町月山

普通免許
60才 220,000 日祝

朝
日
町
立
泊
病
院
に
勤
務
す
る

薬
剤
師
を
募
集
し
ま
す
。

採
用
予
定
人
員

若
干
名

応
募
資
格

薬
剤
師
の
免
許
を
有
す
る
か
、

平
成
3
年
5
月
ま
で
に
取
得
見
込

み
の
人
で
、
昭
和
泊
年
4
月
2
日

－
朝
日
町
職
員

くらしの情報室

ホット求人情報

以
降
に
生
ま
れ
た
人
。

応
募
手
続
き

申
込
用
紙
に
所
定
の
事
項
を
記

入
し
、
履
歴
書
及
び
免
許
の
写
し

を
添
え
て
役
場
総
務
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

平
成
2
年
ロ
月
3
日
（
月
）か
ら

周
年
ロ
月
初
日
（
木
）
ま
で
。

詳
し
く
は
役
場
総
務
課
人
事
係

（宮
内
総
2
0
7
・
2
0
8
）
へ
。

合「求人情報一覧表2もご利用下さい。（商工観光線カウンターに展示）

命くわしいことは、戸、海公共事農業安定所朝日分室 ft82-0198へお問い合わせ〈ださい．

こ
の
運
動
は
、
皆
き
ん
か
ら
協

力
し
て
い
た
だ
い
た
募
金
で
、
恵

ま
れ
な
い
方
々
や
施
設
入
所
者
、

長
期
入
院
患
者
、
寝
た
き
り
老
人

の
方
々
を
お
見
舞
い
し
、
み
ん
な

で
明
る
い
正
月
を
迎
え
よ
う
と
行

わ
れ
る
も
の
で
す
。

募
金
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、

各
地
区
の
民
生
委
員
、
町
内
会
長

さ
ん
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。「
愛

の
袋
」
が
お
宅
に
届
い
た
ら
、
あ

な
た
の
温
か
い
誠
意
を
袋
の
中
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

永
井
さ
ん
に
知
事
表
彰

i
富
山
県
社
会
福
祉
大
会
｜

叩
月

5
日
に
県
民
会
館
で
行
わ

れ
た
第
ぬ
回
富
山
県
社
会
福
祉
大

会
に
お
い
て
、
永
年
に
わ
た
り
社

会
福
祉
事
業
活
動
に
尽
力
さ
れ
て

き
た
永
井
浩
さ
ん
（
月
山
）
が
、

富
山
県
知
事
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

－
県
政
モ
ニ
タ
ー

高
山
県
で
は
、
県
政
に
対
す
る

意
見
や
要
望
を
広
く
県
民
の
皆
さ

ん
か
ら
聞
く
た
め
、
県
政
モ
ニ
タ
ー

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
人
員
・任
期

日
名
・
2
年
間

（
平
成
3
年
4
月
か
ら
）

応
募
資
格

県
内
に
居
住
す
る
初

蔵
以
上
の
人
で
、
県
政
に
関
心
の

あ
る
人
。
た
だ
し
、
公
職
選
挙
法

に
よ
る
公
職
者
、
公
務
員
、
モ
ニ

タ
ー
経
験
者
は
除
き
ま
す
。

応
募
方
法

・
応
募
先

銅；（JJ!はがき
団団団ー口口

高
山
市
新
総
曲
紘
一
｜
七

合
同
山
山
嗣
耶
応
リ

企
画
県
民
部
広
報
課
行

住
所

氏
名

生
年
月
白

電
話
磐
号

ロ

性
別

00
 

0
 

0
 

口「県
政
モ
ニ
タ
ー
」
に
応
募
し
ま
す

－
帆
刷
業
区
分
・
勤
務
先

2
谷
崎
モ
ニ

7
ー
経
験
の
有
無

0
0年
度

O
Oモ
ニ
タ
ー

3

県
政
モ
ユ
タ
l
応
募
の
他
負

（
印
字
純
度
｝

職
業
区
分

①
農
林
漁
業

②
建

設

・
製
造
業
③
商
工
サ
ー
ビ
ス

業

・
自

由

業

④

主

婦

⑤

無
職

締
め
切
り

平
成
3
年
1
月
幻
日

募
集
テ
l
マ

ま
ち
の
表
情
や
ま

ち
を
舞
台
と
し
た
人
々
の
活
動
を

題
材
と
し
た
作
品

応
募
作
品

未
発
表
の
も
の
で
自

4
9

黒

・
カ
ラ
ー
は
問
い
ま
せ
ん
。
サ

で

イ
ズ
は
サ
ー
ビ
ス
判
以
上
か
ら
四

膚
要

ツ
切
り
ま
で
。

二
川
知

締
め
切
り

平
成
2
年

賢

官

貯

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

干
旧

東

山
和

京
都
文
京
区
本
郷
2
丁
目
口
番
日

叫
刈

号
広
和
レ
ジ
デ
ン
ス
側
日
本
交
通

一
酌
M
W

計
画
協
会
内

「
私
の
ま
ち
写
真
コ

開
臨
闘

ン
テ
ス
ト
」
事
務
局
（
宮
ω
1
8

h
μ
－

I
U川

1u
u
rは
役
場
建
設

潤

課
（
宮
内
線
2
1
8
）
窓
口
に
あ

山
肌

り
ま
す
。

観きん」r
a
J
 

，『a，，んア」録

期。 ス
問柿Zレキ

池ロデ ｜
平 スイツ
成 キ ！？
3 Iス1

7ヲえと
月 1キ
12 I 
日 教
仕） 室

｜年｜金｜だ｜よ｜り

4hvt之ぽ：・‘

プ主人が日vam

附

4尽キ
t::・、

ウの

す＇？；＇.：

まヱ

可C
ti'i.＇き

己

諒
一
号
械
筏
走

に
曳
『
マ

3 

一一 国主 lィ~i戸‘ 民
納＼ ~t ¥ )" （且 辱
や W叫 ~1 金
吐」f 『弓 at の
す よ札

4
 

．
平
成

2
年
口
月
号

⑪

普通建設事業費－ 全国平均81.178円高山県（8 f立）137,843阿 （1 l立）ぬ娘県190,753同 （47位）神奈川県23.395問

（人口l人当たり普通建設卒業費 i悩初62年度）

ご主人が60歳前後なら、夫婦とも第l号被保険者に変って保険料を納めることになります。

普通建設事業費……釧日町（22位）73.301円（ 1位）上平村569,408円 （35往）高岡市44.266問（人口 l人当たり普通建設事業費昭和62年度）

（注）



－
く
ら
し
の
情
報
室

＠

日
白
川

（
1
泊

2
日
）

場
所

開
池
高
原
ス
キ

i
場

参
加
費

1
1
、
0
0
0
円

定
員

お
名

（先
着
順
）

。
レ
デ
ィ
ー
ス
・
ス
キ

l
教
室

期
日

平
成
3
年
2
月
6
日
附

場
所

シ
ー
サ
イ
ド
・
バ
レ
ー
ス

キ
｜
場

参
加
費

l
、
0
0
0
円

定
員

初
名
（
先
着
順
）

な
お
、
申
し
込
み

・
問
い
合
わ

せ
は
教
育
委
員
会
へ
。

新
し
い
戸
籍
は
正
し
い
字
で

平
成
3
年
1
月
1
日
以
後
は
、

こ
れ
ま
で
戸
籍
に
誤
字

・
俗
字
で

記
載
さ
れ
て

い
た
氏
名
を
新
し
い

戸
籍
に
”
記
載
す
る
場
合
に
は
、
正

し
い
字
を
用
い
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

O
従
来
の
戸
籍
に
氏
名
が
誤
字

・

俗
字
で
咽
記
載
さ
れ
て
い
る
人
に
つ

い
て
は
、
婚
姻
、
転
籍
に
よ
っ
て

新
し
い
戸
籍
を
作
る
場
合
や
養
子

縁
組
な
ど
に
よ
っ
て
他
の
戸
籍
へ

入
籍
す
る
場
合
、
戸
籍
を
再
製
す

る
場
合
な
ど
に
は
、
新
し
い
戸
籍

に
は
正
し
い
字
で
記
載
し
ま
す
。

草
野
三
郎

下
坂
雄
昭

斎
藤
俊
雄

（

E
mu－
－

0
3
4）

 

（
宮
M
M
1
0
6
3
5）

（
告
白

1
2
0
5
1）

歳
末
の
サ
イ
レ
ン
吹
鳴

歳
末
特
別
警
戒
め
サ
イ
レ

ン
を

次
の
と
お
り
吹
鳴
し
ま
す
。
火
災

と
間
違
え
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ

さ
い
。石油関連製昂の便乗値上

げはありませんか？

物価に関する苦情や相談は

「物価タイヤjレ」 へ。

fi0120-16-7400 

※料金は着信者（富山県）

払いです。

名

./ 

平 均 1泌絡

11月 I ii1i月比 ｜前年同月比

単位：円

13 ＋ 3 4・

生活必需昂

142 

くらしの情報室

11月分（MfJJO日lJl.f.f.itf，崎）

町の工事発注状況 Fヌ
<10月1日～10月31日〉

エ 帯E 名 t品pfi' 完成
紛負金額 量産 者 lJl.当~

予定

無~~！H釘づくり事業パート H
悩町 11月

株式会社
町 ill凶町 l号 線他消t1t水 域i工事

6,437,500 
道府工業・所

建 設 説l

無営者H針づくり事業パート I! 五ド 柳 II月
株式会社

町遊平柳停車場線 r肖管工事
7,931,000 

i登用工業所
建設目黒

防雪事業
赤 HI I 1月

株式会社

町 i誌~：：野赤川線 r両雪工事
17 ,407 .000 

氷見工 業所
建設議

防11・事業
赤 HI 12月 株 式会 社

町fi草草野坊位川線 i肖きi；水滅工 事
13.946,200 

綴自主E 主主訟 t理

団体営農道警豊俄事業
山崎 12月

目共和土木

mt遊 山 崎 新 才EJi} 1号線舗善幸工務
7 .189,400 

株 式会 社
農林水産課

籾日県立自然公悶施設重量備事業
城山 12.fl 7,364.500 折谷工務店

城山入口公衆健所新築工事
商工鋭光線

朝日町J営潟；3墓地造成工事 再i f呆 12月 19,528,80-0 有限会社 f土 K 5濯
大森 雄官賞

交通安全施i!!i務倫事業
道下 10対 957 .900 4ヒ餓機材（紛

町i草j自・4芸町線他2路線道路照明診器工率
主主 総 :t:ll 

消水 Ill 穣態改修 工 事 jf,(1志野 10月 l, 287 ,500 小 松建設
雄政 ri'l!

株式会社

農村 I也 域 定 住 促 進 対 策 事 業
徽水 3月

体謹設工婁・下沢麗婁

！ ！ 史 公 開 量産｛施工事
llS,051,000 倒BiJfl史公館~煽 農M、水1>ll~品

工事共同企業体

水力発電施設周辺地域交付金事業
大平 12月 5.871.000 償 尾設 i涌

大平地区簡 易水遊重量備事業 工 業所
建設諜

簡易水道総設改良
元屋敷 12月 株式会社

宮崎簡易水道送水管布設替工 事
5,665.000 

道府工 業 所
建設撚

農村地域定住促進対策事業
r白 11月 1, 390. 500 交通企画総

海浜公邸広織防 Eまネット 工 事
農林水産諜

朝日町立境小学校修繕工事 境 11月 2.472,000 有険会社
教育委只会

官官工務店

~2次内水前鍛興対策事証言監
槻山 12月 5,809.200 線式会社

捌11Jフ7ミリーランドつり桟級新築工事 j白木 工所
i商工観光線

O
誤
字

・
俗
字
を
正
し
い
字
で
記

載
す
る
場
合
に
は
、
届
出
の
時
あ

る
い
は
戸
籍
に
記
載
し
た
後
に
そ

の
旨
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

O
俗
字
の
う
ち

「高
」
と
か
「
崎
」

な
ど
、
ニ
疋
の
範
囲
の
字
に
つ
い

て
は
、
従
来
の
ま
ま
記
載
し
ま
す
。

な
お
、
現
在
の
戸
籍
に
つ

い
て

は
、
そ
の
ま
ま
で
は
訂
正
で
き
ま

期
間

口
月
お
日
か
ら
ロ
月
別
日

ま
で
の
4
日
間

時
間

午
前
7
時

・
午
後
9
時

吹
鳴
方
法

日
秒
吹
嶋
、

6
秒
休

み
（
断
続
3
回）

区
域

朝
日
町
全
域献

血

愛

の

ご
協
力
あ
り
が
と
うご

ざ
い
ま
し
た
。

協
力
者
名
（

ω月
実
施
分
、

－R
印

は
側
ρ
鵬
、
そ
の
他
は
捌
叫
献
血
者）

宮
崎
地
区

扇
谷
幸
宏
、
佐
田
直

之
、
水
島
高
雄
、
水
島
栄
子
、
水

島
砂
織
、
水
島
大
輔
、

笹
川
地
区

女
折
谷
隆
夫
、
小
林
一
幸

泊
地

区
大
笹
川
勇
樹
志
、

－R
舟
橋
誠
、

女
河
村
智
明
、
－R
松
会
裕
喜
、

後
藤
由
美
子
、
－R
入
館
哲
也
、

+ 343 

＋ 

。

2 

3 

60 

。

+ 414 

＋ 

＋ 

，，.，.－ぺ

1-1 
氏ハンll.. 

‘. II・・ 175 
( 1~·出，＇itH主人り ｝ 3イ2

7 ーが リ ン 1
匂 320

(450 g l fil I ' 

62 

37 

。

5 262 

2.800 

255 

J,149 

｜恥1力，ソ ’｝ 

l製ビ心l二nl1 ・一
:l:f 

即 1向t'.i主lof , 

し i’ カ
I 5 II）・｝

f; l'fr Ill iii; 責IJ
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回

目”
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－
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アイン ユベー ハ －

I 400f＇.｛輔Ufl人リ ｝

ト イレ ノトベー パ －

t 紋キ;I.~ 口 司 ，. 4 n持組）

ス

せ
ん
が
、
申
し
出
に
よ
り
誤
字

・

俗
字
を
正
し
い
字
に
訂
正
し
た
り
、

難
し
い
字
体
を
や
さ
し
い
字
体
に

直
す
予
」
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
役

場
住
民
課
（
宮
内
線
1
0
8
）へ。

人
権
相
談
の
利
用
を

ロ
月
4
日
か
ら
叩
日
ま
で
は
、

* 
大
西
猪
三
雄、

女
下
沢
由
香
、
島

端
浩
二
、
山
崎
実
、
丸
岡
久
男
、

岡
静
男
、
下
沢
愛、

寺
田
弥
、
魚

津
紀
子
、
加
藤
千
賀
子
、
荒
川
武

彦
、
長
谷
純
子
、
後
藤
イ
ツ
子
、

大
村
誠
、
草
充
功
、
平
坂
長
博
、

大
蔵
多
恵
子
、
寺
田
麻
衣
子
、
根

建
伸
一
、
加
藤
寛
樹
、
内
山
善
之
、

谷
元
気
、
森
野
愛
子
、
渡
辺
徹
、

伊
藤
真
由
美
、
平
田
友
成
、
荒
尾

弘
、
中
山
伸
夫
、
武
田
亮
、
永
井

賞
恵
子
、
浦
田
朱
実
、

霜
越
成
美
、

折
谷
政
則
、
松
下
雅
乃
、
平
柳
ゆ

か
り
、
中
島
智
明
、
水
島
義
武
、

五
箇
庄
地
区
大
品
目
昇
、
－R
一長
井

智
、
－R
鍛
治
智

一
、
蹟
幡
悟
、
西

村
元
成
、
松
沢
正
隆
、
浜
川
浩
賞
、

西
田
真
佐
夫
、
嶋
田
繭
子
、
西
国

雄
幸
、
松
田
大
賞
、
南
保
地
区
女

4町

'" 

肉

15 

11 

16 

12 

32 

24 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

十

。
。

。
。
。

92 

220 

517 

352 

松
原
俊
一

、
女
小
林
裕
昭
、
坂
藤
M

魔
都
上
海
オ
リ
エ
ン
タ
ル

・
ト

パ

美
智
子
、
米
丘
利
晴
、
長
崎
憲
一

、
開
｜
ズ

山
崎
洋
子

竹
内
綾
乃
、
松
原
健
、
長
崎
孟
、

問
漂

泊

者

の

ア

リ

ア

古

川

薫

山
本
和
也
、
山
崎
地
区
女
長
田
弘

山
結

婚

百

物

語

林

え

り

子

明
、
鹿
熊
修
、
永
口
医
、
中
島
英

司
人

間

の

十

字

架

森

村

誠

一

裕
、
上
不
美
智
子
、
仙
名
由
花
里
、
町
密

告

の

正

午

赤

川

次

郎

大
蔵
宏
子
、
鍋
島
由
香
、
堀

一
朝

町

子
、
中
島
正
喜
、
水
野
貫
、
山
本

一
本

の

紹

介

晃、

安
達
志
磨
子、

水
野
頼
子
、

大
家
庄
地
区
＊
住
吉
敏
裕、

金
回

”

敏
、
藤
田
敬
子
、
山
崎
裕
美
、
清

糊
澗
J
副
例
錦

A
U概
略
叫
ww

M

恥
破
、
、
ぇ
za
－－・開凶
V

，F

i

ι

d

水
美
由
希
、
岡
田
貴
行
、
藤
田
良

岬

バ
十
協
札
、
刀

d
v
f

子
、
藤
田
実
、
西
島
ル
ミ
子
、
藤

M

－kf
k
K
i
e
v

．トカ

く

田
直
志
（
以
上
何
名
）

川
作

単
調

H
刊

ご
寄
付
を

あ
り
が

t
う
ご
ざ
い
ま

L
た

V
橋
向
町
の
湯
島
力
太
郎
さ
ん
か

ら
各
保
育
所

・
小
学
校
へ
給
食
用

品
（

7
2
0
、
2
9
0
円
相
当
）

「人
権
週
間
」
で
す
。
毎
日
の
生

活
の
中
で
困
っ
た
こ
と
や
悩
み
事

な
ど
が
あ
る
場
合
は
、
富
山
地
方

法
務
局
魚
津
支
局
（

E
n
l
0
4
軸

6
1
）
ま
た
は
、
お
近
く
の
人
権

明

擁
護
委
員
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。
な
お
、
朝
日
町
の
人
権
擁
護

委
員
は
次
の
3
名
の
方
々
で
す
。

4 

53 

30 

+ 155 

＋ 27 

45 

＋ 

＋ 

引ト

。

36 

71 

34 

。
。

235 

州
中
し

ト
、

215 

231 
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本
箱

ー
朝
日
町
立
中
央
図
書
館
｜

新

し

い
本

（
一
般
書
）

ベ
ラ
ウ
の
生
と

死

津

地
久
枝

死
体
は
生
き
て
い
る
上
野
正
彦

ナ
ス
カ
砂
の
王
国

楠
田
枝
里
子

最
後
の
ひ
と

山
本
夏
彦

ホ
ン
の
本
音

概

ょ

う

子

真
夜
中
は
別
の
顔

上

下

シ
ド
ニ
ィ
・
シ
ェ
ル
ダ
ン

い
の
ち
見
つ
め
て北

国
新
聞
編
集
部

美
智

子

皇

后

河

原

敏
明

ωオ
か
ら
の
老
い
の
探
検
学

上
野
千
鶴
子

宇
野
淑
子

離
別
の
四
十
五
年

（
小
説
）

ミ
カ
ド
の
淑
人
か

林
真
理
子

酌

平
城
山
を
越
え
た
女
内
田
康
夫

一

ブ
ラ
ッ
ク
ノ
デ
ィ
が
棲
む
樹

一

高
樹
の
ぶ
子

一

日
町
舷
典
子

宮
部
み
ゆ
き

木
崎
さ
と
子

男
と
も
だ
ち

レ
ベ
ル
ワ

鏡
の
谷

刈開鍋鶴奮闘再開語科

ナンカ

a
J
 

優
づ
章

川
1
w
m

美

( fわ的，＼，＇， 1 kg) 

人
気
大
女
優
の
愛
と
孤
独
。
新

人
た
ち
の
夢
と
希
望
。
大
部
屋
役

者
の
意
地
と
真
実
。
虚
構
と
現
実

が
混
じ
り
合
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

間
を
の
み
こ
ん
で
、
劇
場
は
、
表

の
芝
居
と
は
ま
た
別
の
ド
ラ
マ
を

作
り
だ
す
。
大
舞
台
を
い
ろ
ど
る

男
女
の
、
華
や
か
で
哀
し
い
人
生

模
様
。

。
古
文
書
解
読
講
座

ロ
月

比

日

附

午
前
9
時

初
分
i
午
前
日
時
ぬ
分

福
祉
セ
ン
タ
ー
茶
道
室

テ
キ
ス
ト

「輿
の
細
道
」

参
加
希
望
の
方
は
、
ロ
月
8
日

ωま
で
図
書
館

（
E
m
l
0
5
7

4
）
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

－
平
成

2
年
刊
は
月
号
＠

日
時

会
場

租税負担額・…・全国平均595,924阿 富山県（10位｝440,325円 （1 位）東京都l,887 '426附（47f立）宮崎県234,467向
（人口 1人当たり租税負釦鋲 Hfl初62年Jft'.)

税負担額・…例日間］（20位）94.83lfll(I位）上平村440,809P1 ( 35位）下村46,968阿（人口l人当たり税負t!lfi(illfl和62年度）
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一夜なベビーチバレーボール大会一

「朝
日
で
あ
さ
ひ
（
日
の
出
）
を
」

を
合
い
言
葉
に
、
十
月
二
十
七
日

か
ら
二
十
八
日
の
二
日
間
に
わ
た

り
、
第
四
回
夜
な
べ
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
が
総
合
体
育
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
は
、
小
矢
部
市
や

高
岡
市
な
ど
の
町
外
の
チ
ー
ム
も

含
め
、
四
十
四
チ
ー
ム
、
約
千
五

百
人
の
選
手
が
参
加
。
午
後
六
時

か
ら
翌
朝
七
時
ま
で
、
十
三
時
間

に
わ
た
り
、
文
字
ど
お
り
夜
な
べ

で
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

眠ってなんかいられない

あなだの回りの

三
年
に
一
度
の
祭
典
、
朝
日
町

農
林
漁
業
製
が
十

一
月
三
日
、
四

日
の
二
日
間
に
わ
た
り
、
朝
日
町

一

中
央
農
協
会
館
を
主
会
場
に
し
て

一
行
わ
れ
ま
し
た
。

祭

第
五
回
目
を
迎
え
た
こ
の
祭
り

業

に
は
、
今
回
も
キ
ト
キ
ト
の
海
の

漁

幸
、
野
の
幸
、

山
の
幸
な
ど
の
即

林

売
コ
ー
ナ
ー
を
は
じ
め
、
料
理
コ

農

ン
ク

l
ル
、
生
活
工
夫
展
、
お
に

町

ぎ
り
試
食
会
、
モ
チ
っ
き
大
会
、

日

カ
ラ
オ
ケ
大
会
な
ど
の
ユ
ニ
ー
ク

朝

で
楽
し
い
催
し
物
が
い
っ
ぱ
い
。

一

会
場
に
は
、
家
旗
連
れ
な
ど
大

一

勢
の
人
が
連
日
つ
め
か
け
、

「う
み

彦

・
や
ま
彦

・
夢
産
地
」
朝
日
町

の
秋
の
祭
典
を
に
ぎ
や
か
に
楽
し

み
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
の
繍
を
朝
日
か
ら

ー
富
山
県
児
童
ク
ラ
ブ
大
会
｜

「
ふ
れ
あ
い
の
輪
を
広
げ
よ
う

ヒ
ス
イ
と
ど

l
チ
の
町
朝
日
で
」

を
テ
ー

マ
に
、
富
山
県
児
童
ク
ラ

ブ
大
会
が
十
月
二
十
一
日
、
朝
日

中
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
朝
日
町
の
山
合
、

清
水
町
の
両
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
十

三
団
体
の
表
彰
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

日
ご
ろ
の
活
動
発
表
や
郷
土
芸
能

を
互
い
に
披
露
し
あ
う
な
ど
、
県

内
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
児
童
ク
ラ

ブ
員
八
百
四
十
人
は
、
交
流
と
ふ

れ
あ
い
の
輸
を
広
げ
ま
し
た
。

－
ま
ち
の
う
ご
き
＠

友
好
親
善
に

一
役

｜
｜

釜
石
パ
ス
ツ
戸
｜

｜
｜

朝
日
町
と
岩
手
県
釜
石
市
は
、

友
好
親
善
都
市
の
間
柄
。
そ
の
両

市
町
の
友
好
親
善
を
さ
ら
に
深
め

よ
う
と
、
十
月
十
九
日
、
「
釜
石
バ

ス
ツ
ア

i
」
の
一
行
が
釜
石
市
を

訪
れ
ま
し
た
。

こ
の
ツ
ア
ー
に
は
、
一
般
か
ら

応
募
の
あ
っ
た
町
民
の
方
々
ら
三

十
四
人
が
参
加
。

二
十

一
日
ま
で

の
三
日
間
に
わ
た
り
、
釜
石
市
長

を
は
じ
め
多
く
の
方
々
と
交
流
、

友
好
の
輸
を
広
げ
て
き
ま
し
た
。て可欝~

個人県民税負担額ぃ…全国平均19,998円富山県(13位）17,418同 （1位）東京都34,612伺 （47位）沖縄県10,002円
（人口 l人当た り他人県民税負担額昭和62年度）

の

秋

満

ー
ー

朝

日

町

美

術

展

第
十

一
回
朝
日
町
美
術
展
が
十
を
感
じ
た
。
た
だ
、
小
口
問

一
月
二
日
か
ら
三
日
間
、
教
育
文
が
少
な
く
な
っ
た
の
と
、

化
会
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
千
作
品
の
中
に
誤
字
が
目
立

五
百
人
近
い
人
々
が
、

芸
術
の
秋

っ
た
こ
と
が
残
念
で
あ
っ

を
満
喫
し
ま
し
た
。

た
。

（

水
島
藍
糊
）

審
査
員
講
評

〈
絵
画
〉
今
回
、
特
〈
彫
刻
・工
芸
〉

出
品
点
数

に
喜
ば
し
か
っ
た
の
は
、
出

品

層

内

容
等
に
つ
い
て
は
も
う

哩

の
広
が
り
で
あ
る
。
部
門
と
し
て
一
つ
盛
り
上
が
ら
ぬ
よ
う

型

も
油
彩
、
水
彩
、
版
画
等
と
多
様
に
感
じ
た
。
特
に
工
芸
は

古

性
が
あ
り
、
内
容
あ
る
も
の
と
な
多
種
の
材
質
が
使
わ
れ
て

．

っ
た
。
な
か
で
も
上
位
三
点
の
入
い
る
こ
と
か
ら
作
品
も
パ

賞
作
品
は
、
町
展
と
し
て
の
レ
ベ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
も
の
が
望
ま

ル
を
支
え
る
も
の
と
な
り
得
た
。

れ
る
。

（

殿
村
芳
謙
）

（松
倉
唯
司
）
〈
写
真
〉

組
写
真
が
増
え
て
き
て

〈書〉

今
回
は
質
的
に
も
向
上
し
、
い
る
の
は
良
い
傾
向
で
あ
る
が
、

作
品
も
款
書
、
措
書
、
行
革
、
近

一
枚
の
写
真
で
素
直
に
表
現
す
る

代
詩
文
、
か
な
に
わ
た
る
な
ど
パ
工
夫
と
、
個
性
を
生
か
し
た
創
作

ラ
エ
テ
ィ
に
富
み
、
新
鮮
な
活
力

に
努
め
、
感
動
の
あ
る
作
品
に
心

術

ヨ士
~ 

ふ
伊
｝

広報係では，News & Topics 
r-・ 
~ey~φ治偲

梅津 登長男啓太大 屋

谷口政俊長男雄太日東町

水島英雅長女由衣赤川

土井 議長女めぐみ高畠

仙名和彦長男駿佑辻岩崎

水野政行長女 古都辻岩崎

！永口時 之二 男昂樹花房

住吉 透 長男孝太金山

三人目の誕生

おめでとうございます

二女さやか 富

p知ノ、

置－
－

が
け
て
ほ
し
い
。

（
能
島
誠

二

な
お
、
問
展
大
賞
に
輝
い
た
の

は
次
の
方
々
で
す
。

給

画

の

部

小

川

雅

巳

書

の

部

竹

内

隆

智

彫
刻
工
芸
の
部

河
端
清
次
郎

写

真

の

部

永

井

正

晴

夢
と
ロ
マ
ル
を
た
た
え
ま
す

｜
｜

朝

日

小

川

ダ

ム

ガ

完

成

｜
｜

小
川
の
上
流
で
建
設
が
進
め
ら

れ
て
い
た
県
営
朝
日
小
川
ダ
ム
が

完
成
し
、
十
一
月
八
日
、
関
係
者

ら
三
百
人
が
出
席
し
て
ダ
ム
の
完

成
を
祝
い
ま
し
た
。

昭
和
五
十
三
年
に
着
工
以
来
、

十
三
年
の
歳
月
と
二
百
四
十
億
円

町

町

町

目

町

市

町

崎

下

町

山

白

山

町

更

県

新
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到

山

岩

道

警

断

普

阜

山

境

普
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善
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入
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月
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金
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入
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1

も
の
巨
費
を
投
じ
て
建
設
さ
れ
た

こ
の
ダ
ム
は
、
洪
水
調
節
、
か
ん

が
い
、
発
電
な
ど
を
目
的
と
し
た

重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
。

こ

れ
か
ら
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に

お
い
て
そ
の
力
を
発
輝
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

閣
総

市町村民税負担額……朝日町（26位）39.732円 （1位）上平村101,600円 （35位）山田村24,314同（人口 l人当たり市町村民税負担額昭和62年度）

－
平
成
2
年
位
月
号
＠
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サケの帰る ）11

小清流

と
、
じ
い
さ
ま
は
雀
を
丸
欽
み
に
し
た
が
と
や
。

飲
み
込
ま
れ
た
雀
は
「
え
ら
い
こ
と
に
な

っ

た
」
と
思
た
れ
ど
、
何
か
明
か
り
が
比
え
る
ん
八

が
あ
る
が
で
、
足
を
一
本
出
し
て
み
た
い
か
や
と
。

：・
そ
れ
は
、じ
い
さ
ま
の
へ
ソ
の
穴
じ
ゃ
っ
た
。

V般僚に®iiまれた正直じいさま，~... 

~ 
絵と文……r般の木グループJの紙芝／，•：·から

び
っ
く
り
し
た
じ
い
さ
ま
が
雀
の
足
を
引

っ

張
る
と
、
「
チ
ュ
ウ
チ
ュ
ウ
、
マ

イ
マ
イ
、
ゴ
ヨ

ウ
の
た
か
ら
持
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
チ
ュ
ウ
チ

ュ
ウ」

と
い
う
鳴
き
戸
が
し
て
、
「
じ
い
さ
ま
、

ゃ
く
め
し
食
べ
た
お
わ
び
を
し
ま
す
。
日
本

一

の
庇
た
れ
爺
と
言
い
な
が
ら
町
へ
出
て

い
っ
て

く
だ
さ

い
」
と
雀
が
言
、
っ
た
が
や
と
。

じ
い
さ
ま
は
言
わ
れ
た
と
お
り
町
へ
出
て
、

「
日
本
一
の
毘
た
れ
爺
で
ご
ざ
い
ま
す
」

と
叫

ん
で
い
る
と
、
そ
れ
を
聞
い
た
殿
様
に
呼
ば
れ
、

お
や
し
き
に
招
か
れ
た
が
や
と
。

「
お
前
が
日
本
一
の
庇
た
れ
爺
か
。

ひ
と
つ

た
れ
て
み
い
」
。
殿
様
に
昌
わ
れ
て
じ
い
さ
ま
が

民
を
た
れ
る
と
、
「チ
ュ
ウ
チ
ュ
ウ
、
マ
イ
マ
イ

：・
」
と
、
さ

っ
さ
と
同
じ
声
が
出
た
も
ん
だ

か
ら
、
搬
出
仰
は
び

っ
く
リ
し
て
、
た
く
さ
ん
の

ほ
う
び
を
く
れ

っ
し
ゃ
っ
た
が
じ
ゃ
と
。

家
に
帰
っ

た
じ
い
さ
ま
が
、
ば
あ
さ
ま
に
そ

の
こ
と
を
話
し
て
お
る
と
、
隣
の
意
地
悪
じ
い

さ
ま
が
米
て
そ
の
訴
を
聞
き
、
次
め
日
さ
っ
そ

く
山
へ
出
か
け
て
い

っ
た
が
や
と
。
そ
ん
じ
ゃ

れ
ど
、
慌
が
出
て
こ
ん
も
ん
で
、
じ
い
さ
ま
は

自
分
で
や
く
め
し
を
食
べ
、
殿
様
の
お
や
し
き

に
行
っ
た
が
や
と
。
と
こ
ろ
が
、
殿
様
の
前
で

じ
い
さ
ま
が
「
ウ
｜
ン
」
と
ふ
ん
ば
る
と
「ブ

l

ン
」
と
く
さ
い
へ
し
か
出
な
ん
だ
も
ん
じ
ゃ
か

ら
、
殿
様
は
カ
ン
カ
ン
に
お
こ
っ
て
、
じ
い
さ

ま
を
ろ
う
屈
に
入
れ
て
し
も
わ
し
た
が
じ
ゃ
と
。

~fj:・年 10 月 から 12月にかけ．

IBJの消流「小JllJにサケたち

が帰ってきます。

故郷の川を下ってから 3年

ないし 4年。産卵のため，再

び母なる川へとのぼってくる

サケたちも，その回帰率は約

1,000匹に 1匹，0.lパーセン

トに満たないとさえ言われて

います。

この時期，築蕩でとらえら

れたサケの卵がふ化し，稚魚

にまで成長するのは， 3, 4 

か月後。来年の春先には市iic
の中へと放たれ，長い旅に出

かけていきます。

－
平
成

2
年
口
月
号

⑪

－vい
よ
い
よ
十
二
月
。
平
成
二
年

も
あ
と
ひ
と
月
を
桟
す
ば
か
り
と

な
り
ま
し
た
。
新
年
を
品
川
に
、
副

り
の
世
界
も
あ
わ
た
だ
し
さ
を
増

し
て
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

V
さ
て
、
十
二
月
と
も
な
れ
ば
、

忘
年
会
、
ク
リ
ス
マ
ス
は
さ
て
お

き
、
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
の
が
年

賀
状
の
準
備
。
な
か
に
は
『
新
年

を
迎
え
て
か
ら
』
と
い
う
人
も
お

ら
れ
る
よ
う
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど

の
人
が
忙
し
い
な
か
、

せ

っ
せ

と
賀
状
を
書
か
れ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

V
し
か
し
、
考
え
て
み
れ
ば
年
明

け
前
に
『
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
』
と
書
く
こ
と
自

体
、
不
思
議
な
気
が
し
な
い
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
そ
れ
は
『
広

報
あ
さ
ひ
』
も
同
じ
こ
と
。
ス
テ

キ
な
年
賀
状
が
で
き
た
ら
お
送
り

く
だ
さ
い
。
新
年
号
の
な
か
で
紹

介
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

V
ち
な
み
に
、
年
末
に
お
屈
け
す

る
予
定
の
『
広
報
あ
さ
ひ
新
年
号
』

の
原
稿
締
め
切
り
川
は
、
十
二
月

十

一

uと
な
っ
て
い
ま
す
。

5）カコ内｛手前月比世帯数 5.121(+2）計 18. 095 ( -14) 女 9.576（ー男 8.519（ー12)〔11月の人口〕


